





























A Study on the Method of Expression in Singing of Children’s Songs
―Focusing on the Perspective of Students Aiming to Become Early Childhood 
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子どもの歌の歌唱表現の方法についての一考察
（２）子どもの歌を歌唱する際に大切に思う順位の回答
　設問１の大切と思う順位についての学生の回答は、①が67名（81.71％）、②が71名（86.59％）、
③が57名（69.51％）、④が80名（97.56％）、⑤が34名（41.46％）、⑥が55名（67.07％）、⑦が80
名（97.56％）、⑧が58名（70.73％）であった。無記入の学生の回答は、①が15名（18.29％）、
②が11名（13.41％）、③が26名（31.71％）、④が２名（2.44％）、⑤が48名（58.54％）、⑥が26
名（31.71％）、⑦が２名（2.44％）、⑧が24名（29.27％）であった。それらの詳細については
表３に示す。
　更に、順位で１位から３位の高順位に回答したものを肯定的、４位から６位に回答したもの
を中間的、７位８位と無記入の回答について非肯定的と捉え、その総数と割合について分析を
行った。①は肯定的が39名（47.56％）、中間的が26名（31.71％）、非肯定的が17名（20.73％）、
②は肯定的が47名（57.32％）、③中間的が24名（29.27％）、非肯定的が11名（13.41％）、③は
肯定的が11名（13.41％）、中間的が32名（39.02％）、非肯定的が39名（47.56％）、④は肯定的
が71名（86.59％）、中間的が８名（9.76％）、非肯定的が３名（6.66％）、⑤は肯定的が０名（０％）、
中間的が６名（7.32％）、非肯定的が76名（92.68％）、⑥は肯定的が９名（10.98％）、中間的が
36名（43.90％）、非肯定的が37名（45.12％）、⑦は肯定的が58名（70.73％）、中間的が21名（25.61％）、
非肯定的が３名（6.66％）、⑧は肯定的が11名（13.41％）、中間的が36名（43.90％）、非肯定的
が35名（42.68％）であった。その結果を表４に示す。そして、回答数が多かった箇所に色付
けを行った。
　また、学生の回答の順位における比重を探るために、１位を８点、２位を７点、３位を６点、
４位を５点、５位を４点、６位を３点、７位を２点、８位を１点、無記入については０点とし
て換算し、数字による視覚化を図った。最も総合得点が高かった順は、１位が④、２位が⑦、
３位が②、４位が①、５位が③と⑧、７位が⑥、８位が⑤であった。その詳細を表５に示す。
そして、順位付けて高得点であった個所に色付けを行った。また、表５の順位のグラフを図２、
その得点における割合を図３に示す。
表３　子どもの歌を歌唱する上で大切な順位とその割合
表２　子どもの歌を歌唱する上で大切なことの順位数
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（３）子どもの歌を歌唱する際に大切に思う順位の理由の回答
　設問１の理由に対する回答について、大切と思う理由を述べてもらうように示していたが、
必ずしも全員が記入したわけではなかった。記述内容について、なるべく学生の記述をそのま
ま掲載するようにしたが、筆者の判断で内容が同じ、または類似すると判断した場合は同意見
とみなした。その内容を表６に示す。記述内容の意見が多かったものから順次記載を行った。
また、（　）内については２名以上の同記述があった数を示している。
（４）子どもの歌を歌唱する上で、できていると評価した内容についての回答
　設問２の回答について、表７に示す。また、５件法の結果の割合について、表８に示す。そ
して、５件法で、１できない、２ややできない、の非肯定的な回答と、３の中間的回答、４や
やできる、５できる、の肯定的な回答の３つのグループに分けた分析結果を表９に示す。表７
は、①〜⑧までのそれぞれの項目の中で最も回答数の多かった箇所、表８は、１できないから、
５できる、の項目で最も回答数の多かった箇所に色付けをおこなった。
図３　大切に思う項目の換
算得点による割合
図２　子どもの歌を歌唱する上で大切に思う順位の換算グラフ
表５　子どもの歌を歌唱する上で大切に思う順位、１位８点〜無記入０点に換算した点数とその総合順位
表４　子どもの歌を歌唱する上で肯定的（１〜３）、中間的（４〜６）、非肯定的（７〜無記入）の総数と割合
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（５）その他に大切にしていることの記述についての回答
　設問３についての回答数は16名より記述回答があった。記述内容について、なるべく学生の
記述をそのまま掲載するようにしたが、筆者の判断で、内容が同じ、または記述の意図が類似
表９ 子どもの歌を歌唱する上でできている程度の非肯定的（１〜２）、中間的（３）、肯定的（４〜５）回答数と割合 表10子どもの歌を歌唱する上でその他に留意していること（複数回答数）
表８　子どもの歌の歌唱する上でできている程度の回答数とその割合表７　子どもの歌の歌唱についてできている程度の回答数
表６　子どもの歌を歌唱する上で大切と思う理由の内容
– 184 –
名古屋女子大学紀要　第66号（人文・社会編）
する場合は、同意見とみなして集約した。その内容を表10に示す。
５．考察
　以上のように、学生の子どもの歌に関する図1のアセスメントシートの結果から、子どもの
歌を歌唱する際の注目点や、重要と位置付けている内容について分析を行い、学生自身の自己
評価の視座と照らし合わせながら、子どもの歌に関わる歌唱についての気付きや課題を検討す
る。
（１）設問１と設問２の結果から
　学生が、子どもの歌を歌唱する際に、大切と思っていることに記入した学生の最も回答の多
かった項目（表５）は、④声の音量と、⑦表情の同数80名（97.56％）であり、殆どの学生が、
大切と考えている結果であった。その中でも、④の声の音量については、表４からも分かるよ
うに、最も大切なことと捉えている。学生の理由には、子どもの指導に関連付けた内容が多い。
先ずは、指導者として、子どもに声を届けるという役目と、歌を歌うことは楽しいことである
ということを、表情を通じて、伝えると考えているようである。そして、子どもが、歌を歌う
際の声量についても、大きな声で歌うことを求め、その手本となるために、自身も大きな声で
歌うと考えている。また、元気よく歌うことと、大きな声で歌うことを、同じ意味と捉えてい
ることが分かった。元気よく歌うことの認識は、躍動的なリズム感や、表情、歌を歌う時のイ
メージ、元気な気持ちを表現しようと試みることが大切と、筆者は考える。元気な気持ちを表
現しようと、全身を使って歌唱したならば、当然、声量も上がるだろう。表６の理由には、声
の音量について、ただ大きいのではなく、声を調整できることが大切と考えている学生が３名
いた。これこそ、豊かな表現に繋がる記述であると考える。また、④についてのスキルの自己
評価について、約４割の学生が、苦手と答えている。大きな声が出せないとの悩みである。声
の伝導は空気振動である。歌声は出すのではなく、届けるものと筆者は考える。いかにして、
効率よく声を届けるのか、その指導に繋がる研究を行う必要があるといえる。声帯に負担をか
けて、大きな声を出して歌唱するならば、忽ち、声帯は傷付いてしまい、音声障害を引き起こ
す危険性が大といえよう。元気＝大きな声との考えは、危険性が含まれていると考えるので、
指導に当たっては、その指導法を研究する意義は、大きいといえよう。
　表情について、楽しい表情で歌唱することが大切であり、実際に、心掛けていると回答した
学生が多かった。保育者は、子どもの身近な環境ということを、認識している結果といえよう。
実際、子どもの歌には、明るく、楽しい楽曲が多い。そのような理由から、このように回答し
たのではないかと推察する。明るい表情は、どんな時でも、大切な要素である。明るい表情を
保つことで、顔の表情筋群が作用し、豊かな表情を作りだす。筋肉で構成されているので、使
用しないと表情は乏しくなっていく。年齢と共に衰えていくことを考慮すると、日頃から、活
発に表情筋を動かすことが大切といえよう。また、表情筋はマ行、ワ行、バ行、パ行の発音を
する際にも、大切な役目があるのである。
　３番目は②リズム71名（86.59％）、４番目は①音程67名（81.71％）であった。前記したように、
リズムは躍動感や生命感を表現することができる。一定のリズムは、身体に感覚として残り、
リズム感を養う。表６の理由にも、〈リズムを感じて歌うことの楽しさ〉、また、〈歌いやすさ〉、
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〈リズムを合せる一体感〉との表記があり、リズムの大切さを理解している内容といえよう。
リズムを感じることで、音楽表現から身体表現に繋がると記述している学生がいた。領域「表
現」における教科間の関連性について理解しているものと推察する。
　基村（2018）は、子どもの絶対音感の獲得は７歳あたりであると述べている８）。そのことを
考慮すると、保育者は、子どもの歌を歌唱する際に、正しい音程で歌う必要性があるといえる。
学生の理由の記述にも、子どもに指導する立場として、正しい音程での歌唱の大切さを述べて
いる学生が多かった。また、聴覚への影響や、異なった音程で歌唱する際に生じる違和感につ
いても、記述している学生がいた。S.Koelsch（2017）は自書の中で、「ピッチ知覚は音楽知覚
の基礎であり、そのピッチは筒状の中をらせん状に知覚する。」と述べている９）。例を挙げる
とするならば、一点ハ音と二点ハ音の２つのピッチは、筒状のらせんが１回転の状態であり、
物理的に１オクターブ離れているにもかかわらず、同一の音として知覚される。しかし、一点
ハ音と一点ロ音とは、一点ハ音と二点ハ音の距離に比べ、半音分だけしか違わないにもかかわ
らず、全く違った音として知覚されというのである。学生に備わった音感と誤差のズレが、感
覚的違和感を生む所以であろう。学生の記述にも、音程が合っていると綺麗に聴こえる、正し
い音程を教えて歌った方が楽しい、正しくないと子どもが歌えない、合ってないとリズムにの
れない、音程が合っていないのは聞きたくないと思う等、ピッチの違和感から、歌唱意欲の喪
失に繋がる記述があった。正しい音程で歌えるようにするには、聴くことが大切となる。他者
の声を聴く、また、歌唱と一緒に奏でられるピアノ等の音を聴き、自分の声の音程と合わせる
という意識を持つことが大切といえる。また、声は、声帯に伴う筋肉運動によって音程が作ら
れる。授業では、子どもの歌の音域に合わせた発声練習のも必要といえる。ピアノ技術の習得
には、運指練習が継続して必要なように、発声の音階練習も、自習学習が行えるような、メソー
ドの開発研究を行う必要性が見つかったといえよう。
　５番目が、⑧イメージ58名（70.73％）、６番目が、③言葉・発音57名（69.51％）とあり、こ
れらを大切と記入した学生は、全体のほぼ70％という結果であった。イメージについて大切と
回答しているが、図２のグラフからもわかるように、学生の順位の中で高得点を挙げているわ
けではない。表９の学生のスキルの自覚評価からも、３どちらでもない、４ややできる、とい
う回答が大半を占めている。表６の記述には、子どもの歌を歌唱する技術の向上に繋がるだけ
ではなく、音楽の楽しさ、自己の思いや、それを表現する喜び、そして、豊かな感性を持ち合
わせることに繋がることが記述されている。領域「表現」のねらいがここにあるといえよう。
また、言葉・発音については、子どもの領域「言葉」の発達に深く関連することを意識してい
る学生が、多かった。表８からも明らかなように、そのスキルは持ち合わせていると考えてい
る学生が、多いことも分かった。前記３（２）でも記述したように、母国語である日本語は、
意識せずに話すことができる。故に、子どもの歌を歌唱する際も、言葉や発音に留意すること
は難しいといえよう。ピアノ初心者がピアノを演奏する場合、一つ一つの音と運指を確認しな
がら、丁寧に練習を行う。しかし、歌唱する際は、音程には留意しても、言葉の発音にも、注
意が払える学生は少ないのではないだろうか。歌唱の極意は、言葉を表現することと筆者は考
える。言葉に思いを芽吹かせ、呼吸に合わせたフレーズ感で、旋律を届けるのである。学生が、
言葉に広がる世界観や思いを届けられるよう、言葉に対する感覚が磨かれるように、授業で実
施して行きたい。
　７番目が少し離れて、⑥姿勢55名（67.07％）であった。３人に２名という割合になる。姿
勢の重要性について、表６の記述には、歌唱技術の発声法に繋がる事例が多かった。姿勢を保
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つことの重要性を、学生が認識しているといえよう。声は、姿勢に留意して、身体全体を支え
ることで、柔らかく、しかも、芯のある声を、遠くに届けることができる。弓矢を引き、的に
中てることをイメージする感覚と近いともいえよう。片手だけでは、矢は飛ばない。下半身を
安定させ、左手で弓を持ち、右手で矢を引き、身体の左右のバランスを取りながら呼吸を安定
させて、矢を放つのである。矢は放物線を描きながら的に当たる。声も自分の発する声のイメー
ジを持つことで、声の方向性が定まるのである。この安定した状態を作ることが、姿勢に繋が
ると筆者は考える。この時、歌唱するのに、力みは不要である。記述には、正しい姿勢でとの
表記があった。この正しい姿勢を把握できるように、学生が、身体の細部に至るところまで、
感覚として持てるような方法について、研究を進める課題が見つかった。
　以上は、学生が、比較的、大切にしている項目と判断して良い範囲ではないだろうか。それ
に対し、最も関心の薄い結果であったのが、⑤美しい声34名（41.46％）であった。約６割の
学生が、無記入と関心が薄く、認識があった学生４割にしても、その順位は、最下位に位置し
ている。このことから、声の美しさについて、認識が、殆ど無いに等しいといえる。要領・指
針の領域「表現」のねらいには「いろいろなものの美しさなどに対する豊かな感性をもつ。」
と明記されていることから、学生においても、自身の歌声に対する、美的感性が必要といえよ
う。何より保育者の声は、園生活の中で、常に、子どもの音環境として、あらゆる場面に存在
するのである。音感に敏感な子どもに対し、美的感覚が伝わるように、是非、なってもらいた
い。人の声は美しいのである。そのことに気付くことで、その美しさは、更に磨きをかけるこ
とが可能であろう。子どもの歌を園で取り上げる際、ピアノ伴奏を回避するためや、弾き歌い
のスキルの問題等から、CD等の音源を使用する園を耳にする。確かに、それらは、伴奏がオー
ケストラ・バージョンであったり、リズム楽器やシンセサイザーの多種によるアレンジであっ
たりと、聴き映えのする楽曲に仕上がっているものが多い。時々は、使用しても良いが、やは
り保育者の肉声で、保育者の息遣いが伝わるように、歌唱してもらいたいものである。子ども
にとって、身近な人の肉声の方が、より美しいと感じるのではないかと思うからである。
　就職して間もない新任の保育者は、子どもの指導に伴い、声を壊してしまう者もいる。これ
を回避するためにも、学生には、自分の発する声について無頓着にならず、容姿と同様に、声
にも興味を持ってもらいたいと願う。以上のことから、学生自身が声に気付き、その美しさに
ついて、自負できるように指導を行っていかなければならないことが、わかった。この研究を
通して最も重要な課題の一つということがいえよう。
（２）設問３の結果から
　記述数は16と少なかったが（表10）、その内容は、将来を見据えた意識の高い内容であった。
それぞれについて、考察を行う。
　イの歌詞を間違えないようにというのは、歌詞を覚えて歌うという意味ではないだろうか。
学生の前向きな心がけと捉えたい。ロの口を縦に開けるとは、欠伸をする際の口の開け方が参
考となる。口を開けるとは、上顎から下顎を垂らすような感じで開けることで、口腔内の広が
りを確保することができる。普段の会話においても、口の開け方を意識することで、声の響が
確保することができ、音量も、少ない力で遠くまで声を響かせることができるのである。ハの
口を大きく開けるようにしているとの記述について、具体的な開け方は、記載されていなかっ
た。一般的に〈口を大きく開けてみましょう！〉と声掛けをすると、下顎は、硬いままの状態
なので、口は横に広がっても、口腔内の空間の確保は、されない。また、口の周りの筋肉に力
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が入ってしまうため、声帯に無理な力が入り、声帯を痛めてしまう可能性が生じる。ゆえに、
口を縦に大きく開けるという意味になるよう、授業を通じて伝えていきたい。ニは、学生が実
際に経験したことではないだろうか。真に思うことが、相手の心を打つのである。歌の楽しさ
を共有し合えることに繋がるといえよう。ホの目線については、具体的な記述はなかった。下
を向いたままでは、先ず、瞼が下がる。それと同時に、頬の筋肉も下ることから、鼻腔に繋が
る口蓋の筋肉が緩んでしまう。これにより、声の響きが頭骨内で籠ってしまう可能性が生じる。
しかし、声は内耳を伝っているので、自分にはとてもよく聴こえるのである。目線が下がらな
いように、気を付けて歌唱しているのならば、大変良いことと思う。他の学生にも、目線につ
いて喚起を行っていきたい。ヘは、子どもたちの前で弾き歌い演奏を想定した回答である。オ
リエンテーション時の回答であるので、弾き歌いのスキルについて、まだ、指導を行っていな
い。将来の姿を想像して、弾き歌いの目的を積極的に捉え、主体的で、深い学びに向けた意気
込みが感じられる記述といえよう。ㇳは、歌唱しながら、外耳から入る音を積極的に聴こうと
する試みを、述べている。ホで説明したように、歌唱する際、自分の声は、内耳を通して聴こ
える。この学生は、あえて、外耳からの音にも注意を払おうとしていると推察する。チは、オ
リエンテーションの際、①から⑧まで内容の説明を行ったことを鑑み、それぞれの項目につい
て、相互に作用していることを理解したと推察する。リは、歌唱をする際の最初の息の出し方
と、語頭の言葉との関連性を感じているのではないかと推察する。実際、語頭の発音を十分に
準備し、はっきりと歌いだすことで、息のフレーズを保って歌唱することができるのである。
授業を通じて、他の学生にも伝えていきたいことの一つである。ヌも、ヘと同様、子どもの姿
を想像して歌唱すると回答した内容であった。歌唱の際、誰かという対象を設定することで、
思いを伝えようとすることに作用する。歌を通じて、子どもと思いを伝え合い、一緒に共有し
て楽しむことができたならば、素敵な保育者になれるであろう。ルは、子どもと一緒に、歌を
共有して楽しむことに重点をおいていると、推察する。幼児の呼吸は、身体的発達の成長過程
のため、未熟な部分もあり、長いフレーズを歌唱するのは難しい。少しでも長いフレーズを歌
うには、吸気を行うタイミングが大切な鍵となる。子どもの身体的特徴を理解した上で、この
ような思考ができるのは良いことと考える。
　尚、ここで取り上げた身体と響きに関わる関連についての意見は、筆者の長年の発声法の研
究における実体験により、裏打ちされたものである。
６．おわりに
　この研究を通して、子どもの歌の歌唱についての授業改善や、授業展開のための問題、また、
課題が明らかになった。そして、子どもの学生の歌の歌唱について、学生の視点からは、将来
の保育者としての像を見据えて、学習にあたっていることがわかった。このことは、ディプロ
マポリシーにおける、学修の目的意識に関連し、意識が高いといえる。しかし、それが到達目
標に、直接的に繋がるかというと疑問である。何故ならば、アセスメントシートの評価につい
て、補足がなかったり、説明が不十分であったために、学生自身の評価の基準が一定でなかっ
た。また、評価の振り返りを、途中や最終授業でも実施すべきであったことが、反省すべき点
であるといえる。
　今後も、この研究を行い、授業改善を行うことで、学生指導に役立てていきたい。
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脚　注
１） 伊澤修二が文部省に宛てた書簡「学校唱歌ニ用フヘキ音楽取調ノ事業ニ着手スヘキ在米目賀田種太郎、伊
澤修二ノ見込書」（1878.4）。村松直行『童謡・唱歌でたどる音楽教科書のあゆみ』、p40
２）小畠エマ『実践保育内容シリーズ音楽表現』第5章歌う表現活動の展開例、p53-62
３）高御堂愛子『幼稚園教諭・保育士をめざす楽しい音楽表現』圭文社、p52
４）小川容子・嶋田由美（2013）
５）長井晴海（2008）
６）基村昌代（2018）
７）河合玲子（2015、2016、2017）
８）前掲６）
９）Stefan Koelsch（2017）
引用・参考文献
文部科学省『幼稚園教育要領解説』フレーベル館（2018）
厚生労働省編『保育所保育指針解説』フレーベル館（2018）
内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』フレーベル館（2018）
村松直行『童謡・唱歌でたどる音楽教科書のあゆみ』和泉書院（2011）
高御堂愛子監修『幼稚園教諭・保育士をめざす楽しい音楽表現』圭文社（2013）
金田一春彦『童謡・唱歌の世界』講談社学術文庫（2015）
三森桂子・小畠エマ『実践保育内容シリーズ音楽表現』一藝社（2016）
小川容子・嶋田由美「印象評価と音響特性から探る保育者の歌声（Ⅰ）」岡山大学大学院教育学研究科研究収録
第152号 p35-43（2013）
長井晴海「子どもの歌のうたい方について−幼児教育養成校における保育内容の実践研究−」県立新潟女子短
期大学紀要研究第45号 p111-116（2008）
基村昌代「幼児音楽活動における指導の一考察−音楽劇創作の歌唱表現に焦点をあてて−」桜花学園大学保育
学部研究紀要第17号 p111-124（2018）
河合玲子「日本語唱法の研究−鼻濁音Ⅰ−」名古屋女子大学紀要第61号人文社会編 p297-310、（2015）「日本語
唱法の研究−鼻濁音Ⅱ−」名古屋女子大学紀要第62号人文社会編、p61-272（2016）幼児教育・保育におけ
る〈こどものうた〉の歌唱技術の習得に効果的な指導法の一考察 p99-311（2017）
小林美実『いろいろな伴奏で弾ける選曲　こどものうた100』チャイルド社（2014）
David Blair McClosky高山教子訳『美しい発声法』音楽之友社（1978）
Stefan Koelsch 佐藤正之訳『音楽と脳科学』北大路書房、p22（2017）
